





































































塗抹した｡海水は懸濁物を遠 心分 離 (10,000rpm,30
分)で集め試料とした｡増菌法では,摩砕した各試料を
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養鰻場では感染症 (パラコロ病)の流行と関係 な し
に,周年環境やウナギの腸内に E.tardaが存在するこ
とが明らかにされている (渡辺 ･古橋,1981;皆川ら,
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